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特別清算終結
令和７年（ヒ）第２号
宮城県石巻市真野字小屋前38番地１
清算株式会社 ウッド新沼株式会社
代表清算人 新沼 豊
１ 決定年月日 令和８年１月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

仙台地方裁判所石巻支部
令和７年（ヒ）第１７号
徳島県小松島市赤石町７番８号
清算株式会社 株式会社村上商店
１ 決定年月日 令和８年１月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

徳島地方裁判所民事部

特別清算協定認可
令和７年（ヒ）第１００２号
長野県千曲市大字鋳物師屋150番地
清算株式会社 株式会社ＭＪ
代表清算人 森川 潤一
１ 決定年月日 令和８年１月30日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 協定債権の権利変更
協定債権（以下当該債権に係る債権者を「協
定債権者」という）については、以下のとお
り権利変更を受ける。
 債権債務の確認
株式会社ＭＪ（以下「会社」という）が
各協定債権者に対し負担している令和７年
７月31日時点の債権元本、利息及び遅延損
害金の合計額は、別紙協定案別表の「債権
額」欄記載の額であることを確認する。
 協定債権者による債務免除
協定債権者は、本協定の認可決定が確定
したときは、会社が協定債権者に対して負
担する一切の債務を免除する。
 新たな財産が発見された場合の追加弁済
会社は、新たな財産が発見されたときは、
速やかにこれを換価し、本協定債権者に対
し、換価代金から必要な費用を控除した残
額を別紙協定案別表の「配当基準額」欄記
載の金額割合に応じて支払う。この場合に
おいては、前記の規定により会社が受け
た債務の免除は、新たにされた弁済の限度
で効力を失うものとする。

２ 弁済の方法（上記１に該当する事実が発
生した場合）
 支払の方法
協定債権の弁済は、会社の本店所在地に
おいて行う。ただし、協定債権者が金融機
関の口座を指定して振込を希望した場合に
は、当該口座に振込む方法により支払うも
のとし、振込に要する費用は会社の負担と
する。
 弁済額計算における端数の処理
協定債権の弁済額を計算するにあたって
生じる１円未満の端数は切り捨てる。
 本協定債権者の弁済受領不能等
会社は、協定債権者の住所変更等のやむ
を得ない事情により弁済することができな
かった場合、速やかに供託を行なうものと
し、弁済に遅延した期間にかかる遅延損害
金等は生じないものとする。

（別紙省略）
以上

長野地方裁判所上田支部
令和７年（ヒ）第１３号
岡山市北区本町６番36号
清算株式会社 株式会社天満屋ホテルズ アン
ドリゾーツ
代表清算人 伊原木省五
１ 決定年月日 令和８年１月29日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、協定債権者である株式会
社天満屋及び丸田産業株式会社に対し、本協
定の認可の決定が確定した日から１か月以内
に、換価代金から必要な費用を控除した残額
を、各協定債権額に応じて按分して弁済する。
２ 前項の弁済は、各協定債権者の指定する金
融機関の口座に振込送金する方法で支払う。
ただし、振込手数料は清算株式会社の負担と
する。
３ 各協定債権者は、前二項の規定による弁済
を受けたときは、清算株式会社に対し、各協
定債権の総額から各弁済額を控除した残額に
つき、その債務を免除する。
４ 第１項の弁済の後、清算株式会社に新たな
財産が発見されたときは、清算株式会社は、
これを速やかに換価し、各協定債権者に対し、
換価代金から必要な費用を控除した残額を各

協定債権額の割合に応じて按分して弁済す
る。この場合においては、各協定債権者が前
項の規定により行った免除は、新たにされた
弁済の限度で効力を失うものとする。

岡山地方裁判所第３民事部

再生計画認可

小規模個人再生による再生手
続開始
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